
 

 

 

 

教育長表敬訪問について 

 

農業高等学校の生徒が下記の内容で受賞したことにより，教育長を表敬訪問することになりまし

た。報道機関の皆さまにおかれましては，ぜひ取材してくださるようお願いします。 

 

記 

１ 訪 問 日  令和４年１２月２３日（金） 午後４時２０分から４時５０分まで 

 

２ 場   所  宮城県行政庁舎１６階 教育委員会会議室 

 

３ 受賞内容等 

第７３回 日本学校農業クラブ全国大会  最優秀賞受賞 

 

（１）プロジェクト発表 Ⅰ類部門（生産・流通・経営） 農林水産大臣賞（最優秀賞） 

イ 受 賞 者  農業科３年：船山 奈月美    農業科３年：阿部 忠峻 

        農業科２年：河東田 彩花    農業科３年：及川 伝路郎 

農業科３年：菊田 潮      農業科３年：木下 颯 

農業科３年：庄司 武信     農業科３年：白石 快星 

農業科３年：石澤 双葉     農業科３年：川崎 萌伊 

  ロ 題  名  ＃ＺＥＲＯ マイプラ（ハッシュタグゼロ マイプラ） 

  ハ 内 容   令和２年度から，水田用緩効性肥料として使われているプラスチックカプセ

ル肥料の残骸による環境汚染を防止するため，企業と連携してウレアホルムに

よる緩効性肥料の開発に取り組み，これまで多くの賞を受賞してきた。 

今年度は，作物部門の総合実習において，プラスチックカプセル肥料をウレ

アホルム肥料にすべて置き換え，試験栽培を行い，十分な収量や収益が得られ

ることを立証した。また，稲の生育調査や食味検査，プラスチック排出量の見

える化などにも取り組んだ。 

これまでの継続的な環境問題につながる研究や一連の取組が評価され，最高

賞となる農林水産大臣賞を受賞した。 

 

（２）意見発表 Ⅱ類部門（開発・保全・創造） 文部科学大臣賞（最優秀賞） 

イ 受 賞 者  食品化学科３年：目黒 花織 

  ロ 題  名  糀花の魔法使い（こうじばなのまほうつかい） 

  ハ 内 容   農業高校での学びをもとに，甘酒を使った災害食づくりに取り組み，栄養価

の高い甘酒を飲みやすくするために宮城県産大豆ミヤギシロメの豆乳や地元

野菜などの食材を加えたスープを開発し商品化へと結びつけた。 

これらの体験や高校での取組について，将来の決意とともに力強く表現した

ことが評価され，最高賞となる文部科学大臣賞を受賞した。 

 

記 者 発 表 資 料 

令和４年１２月２１日 

担当 宮城県農業高等学校 

教頭 長内 志郎 

℡  022-384-2511 



４ 日本学校農業クラブ連盟について（連盟ホームページより抜粋） 

学校農業クラブは，1948年（昭和 23年）に学校農業クラブ(SAC：school Agriculture Club）

として，戦後の新制高等学校の学習活動の中で，農業高校生の自主的・自発的な組織として日

本全国で誕生しました。1950年（昭和 25年）全国組織を作る動きが強まり，全ての都道府県

に農業クラブが誕生し，11月 2日に東京の日比谷公会堂において「科学性」「社会性」「指導

性」の育成を目標に，日本全国の農業クラブの全国組織として，日本学校農業クラブ連盟

【Future Farmers of Japan （略称：日連 または FFJ）】が結成された。 

 

○農業クラブ連盟の三大目標 

◆科学性・・・私たちに科学性があるということは，物事や課題のおおもとにある決まりや

いろいろな関係を，筋道をたてて合理的に考え，判断し，行動する態度を身

に付けているということである。 

◆社会性・・・私たちに社会性があるということは，自分と他人で構成する組織などの社会

の出来事に関心を持ち，他人の意見や行動を尊重しながら，自分の考えを表

現することができ，社会の一員として協力して行動する態度を身に付けてい

るということである。 

◆指導性・・・私たちに指導性があるということは，民主的，合理的に判断する力を身に付

け，より良い方向へ組織やグループおよび自分自身をみちびき，目的を達成

しようと行動する態度を身に付けているということである。 

 

 ○全国大会について 

全国各地で農業を学ぶ高校生は，農業クラブ員として「指導性」「社会性」「科学性」の伸

長を目標に日々プロジェクト活動をはじめ各専門分野の活動を行っている。これらの活動の成

果を発表する場として日本学校農業クラブ連盟全国大会があり，知識・技術の競い合いと同時

にクラブ員相互の交流も大切な目的としている。意見発表，プロジェクト発表はそれぞれⅠ類：

生産・流通・経営，Ⅱ類：開発・保全・創造，Ⅲ類：ヒューマンサービスの部門があり，都道

府県大会，全国９ブロックのブロック大会を勝ち抜いた生徒が活動の成果や自らの意見を発表

する。本年度の全国大会は１０月２５日（火）～２７日（木）に北陸三県（福井県・石川県・

富山県）で実施された。 

 

【参考】 

「＃ＺＥＲＯ マイプラ」の過去の受賞歴 

令和２年度 

○ 第９回イオンエコワングランプリ 

主催：公益財団法人イオンワンパーセントクラブ 

賞名：内閣総理大臣賞 

○ エシカル甲子園２０２０ 

主催：徳島県教育委員会他 

賞名：内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全）賞 

令和３年度 

○ 第９回高校生ビジネスプラン・グランプリ 

主催：日本政策金融公庫 

賞名：グランプリ 


